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【 事故概要 】

• 令和8年4月21日 天候 晴れ

• 覚知時間：8時40分

• 事故種別：火 災

• 発生場所：玖珠町日出生

日出生台演習場内

自衛隊演習場内で訓練中による戦車の砲弾暴発事案



日出生台演習場内で訓練中の戦車が暴発し、傷病者
が複数人いると救急要請が入る。

【 通報内容 】



【 出動車両 】

＜玖珠消防署＞

・指揮隊 玖珠消指2 (宝珠山署長・宮﨑司令)

・消防隊 玖珠消20 (2名)

・1次救急隊 日玖救6 (3名)

・2次救急隊 日玖救7 (3名)

・支援隊 玖珠消25 (2名)

〈九重出張所〉

・救急隊 日玖救8 (3名)

〈天瀬出張所〉

・救急隊 日玖救4 (3名)

出動車両7台、計18名



現場位置図

・玖珠消防署から17.1㎞

発災現場

接触現場



周辺医療機関

済生会日田病院 現場

玖珠消防署

新別府病院

湯布院病院

メルヘンの森 ＲＰ



戦車の型式

• 10(ヒトマル)式戦車

• 日本で4代目となる最新国産主力戦車

• 生産は三菱重工業が製造。装備化年度が2010年度
になることから「10式戦車」と名称が定められた

• 1両あたり約20億円

Wikipediaより













21歳女性

45歳男性

31歳男性 30歳男性

乗車イメージ図



【 出場時の状況 】

事案情報として「戦車の砲弾が暴発し多数傷病者あり。」と
の通報内容のため、済生会DMAT・福岡県ドクターヘリ及び
新別府ドクターカーを応援要請する。

出場途上、傷病者は4名で内2名はCPAと無線連絡を受ける。
先着救急隊は傷病者のトリアージ、後着救急隊は搬送するよう
指示。

※大分県ドクターヘリは運航不可

発生時間 覚知 出場 現着 活動開始

8：39 8：40 8：55 9：30 9：31

３５分



【 現着時・接触時状況 】

小野原公民館付近に到着したところで、自衛隊救護車両と接触。
傷病者1名を収容していたため、A7の隊長、野村司令に同傷病者
の対応を指示。

他隊については、他傷病者へ接触するため更に進行。場内で別
の自衛隊車両と接触。残る3名を収容していたため、この時点で現
場到着となる。

A6の隊長、手島司令補にトリアージを指示し指揮所開設後、情
報収集をおこなう。

発生時間 覚 知 出 場 現 着 活動開始

8：39 8：40 8：55 9：30 9：31



現場位置図

傷病者1名 接触

傷病者3名 接触



【 接触時状況 】

トリアージを実施し、3名がCPAで黒タグとなる。

9時39分に到着した済生会DMAT隊の森医師により、2名
についてはその場で死亡判断となる。残る1名については九重
救急隊のA8に収容し、森医師により救命処置を実施。

その後、到着した新別府Dr.カーの中嶋医師が同乗し、湯布
院病院へ搬送となる。

発生時間 覚 知 出 場 現 着 活動開始 DMAT着

8：39 8：40 8：55 9：30 9：31 9：39



傷病者情報

赤タグ 21歳女性 意識あり A7収容 福岡県Drヘリ収容

黒タグ 31歳男性 CPA A8収容 湯布院病院搬送

黒タグ 45歳男性 CPA 現場死亡確認

(顔面熱傷・脳脱)

黒タグ 30歳男性 CPA 現場死亡確認

(左下顎～頚部開放創・脱腸)



RP位置図

・現場からRPまで15.4㎞



21歳女性【 接触時状況 】A7
・小野原公民館付近で自衛隊救護車両に収容されていた傷病者。
RPのメルヘンの森駐車場へ向かい、福岡県ドクターヘリの医師と
接触する。

【初期評価】A：開通 B：あり C：橈骨触知可能

D：JCSⅠ‐1 GCS E4 V5 M6

・顔面腫脹、呼吸苦、口唇部から左頬にかけて挫創、両手掌熱傷、
気道熱傷疑い、全身の痛み

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：52 9：17 9：18 9：35 9：40 9：57

23分



時刻 9：35（車内収容時） ①観察結果
・顔面腫脹・口唇部から左頬にかけて挫創、両手掌熱傷
・呼吸苦、気道熱傷疑い
・全身の痛み

②行った処置
・酸素投与、ネックカラー固定

③判 断
・気道熱傷疑いもあり緊急度・重症度ともに高い

意識 ＪＣＳⅠ-1

呼吸 30回/分

脈拍 83回/分

血圧 98/68

ECG 洞調律

瞳孔

SpO2 97％(10ℓ投与)

体温 36.3℃

【 観察結果・判断 】A7

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：52 9：17 9：18 9：35 9：40 9：57

23分



時刻 9：45（搬送時） ①観察結果
・顔面腫脹・口唇部から左頬にかけて挫創、両手掌熱傷
・呼吸苦、気道熱傷疑い
・全身の痛み

②判断
・気道熱傷疑いもあり緊急度・重症度ともに高い

継続観察

意識 ＪＣＳⅠ-1

呼吸 24回/分

脈拍 84回/分

血圧 119/93

ECG 洞調律

瞳孔

SpO2 100％(12ℓ投与)

体温 36.3℃

【 観察結果・判断 】A7

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：52 9：17 9：18 9：35 9：40 9：57

23分



【医師接触 ・診断】A7

・RPで医師と接触。静脈路確保と気管挿管を実施し久留米大
学病院高度救命救急センターへ搬送となる。

【診断名】顔面熱傷・顔面骨骨折・爆傷肺

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：52 9：17 9：18 9：35 9：40 9：57



31歳男性【 現着時・接触時状況 】A8
・自衛隊車両で運ばれてきた３人の内１人に接触。右側頭部及
び前額部に開放創あり。

【初期評価】A： B：感ぜず C：触れず

D：JCSⅢ‐300 GCS E1 V1 M1

・CPR開始。瞳孔散大、体表は温かい。

・済生会DMAT隊が到着後、気管挿管及び静脈路確保、薬剤
投与を実施

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：48 9：30 9：31 9：36 10：30 10：47

60分



時刻 9：36（車内収容時） ①観察結果
・左側頭部及び前額部開放創
・瞳孔散大
・その他目立った外傷無し

②行った処置
・CPR

③判断
・済生会DMAT隊の到着を待ち車内でCPRを継続
・新別府DC到着後、開胸心マを実施

意識 ＪＣＳⅢ-300

呼吸 呼吸徴候なし

脈拍 総頸動脈触れず

血圧

ECG 心静止

瞳孔

SpO2

体温

【 観察結果・判断 】A8

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：48 9：30 9：31 9：36 10：30 10：47

60分



時刻 10：40（搬送中） ①観察結果

②行った処置
・CPR継続

③判断
・開胸心マと換気を継続

意識 ＪＣＳⅢ-300

呼吸 呼吸徴候なし

脈拍 総頸動脈触れず

血圧

ECG 心静止

瞳孔

SpO2

体温

【 観察結果・判断 】A8

最終未発症 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：48 9：30 9：31 9：36 10：30 10：47

60分



【病院到着 ・診断】A8

・森医師、中島医師と救命処置を実施しながら湯布院病院へ搬送。

【診断名】来院時心肺停止

発生時間 覚 知 出 場 現 着 接 触 車内収容 現 発 病院到着

8：39 8：40 8：48 9：30 9：31 9：36 10：30 10：47



まとめ

覚知情報では、戦車が暴発し負傷者数名との内容で、その他
詳細不明な状態で出動した。活動方針は人命最優先を掲げ、
現着までは時間を要することと、特殊事案であることから、あら
ゆる医療機関への迅速な応援要請を行いました。

現場到着までは情報が整理できておらず、場所も特定できて
いないことから情報整理に時間を要しました。

各医療機関が現場到着するまでに情報伝達がうまくできてい
たでしょうか。情報が不足していたのではないでしょうか。

今後は、あらゆる情報ツールを使用し情報共有を行うことで、
各機関が連携し、最適な現場活動ができることを目指していき
ます。


